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故佐波宣平教授自作年譜

明治 38年 1月 16日 山口県都濃郡末武北村字花岡に出生。姓は「岩瀬J。

大正6年 3月 花岡小学校尋常科を卒業。

大iE8年 3月 同校高等科(2年)を卒業υ

幼少年期の教養ー祖父が俳句の宗匠，父もまた，俳句をたしなみ，家に俳書十数冊

(徳川期の木版)があり，これらをいつの間にかひとりで読むことをおぼえ，俳句

に親しむ。その他，般若心経，浄瑠璃，百人一首を暗請した。小学校6年のころか

ら「日本少年」に投稿，ほとんど毎度，俳句その他の作品が掲載された。

大正B年3月-10年 3月 徳山海軍煉炭所に製図職工見習として勤務。

大正10年 4月 山口県立下松工業学校(機械科)の創立第1期生として入学， 教頭

の怖悶鎮雄先生(文学士) から著しい学問的感化を受け， 学問へ閣眼させらlれる

(丈士ぞ志すべしと，しきり C.:.~、われた。)

大jf12年 2月 同校第2学年修了後，中途退学。

大正 12年4月 私立鴻域中学校(山口県山口町に所在)の第4学年に編入学。

数学，物理，化学，製図を得意とする。月刊誌『受験と学生』に投書1 そのほとん

ど毎号にコント風の短編が掲載された。

大iE13年 3月 間梗第4学年修了υ

大正 13年 4月 山口高等学校(文科甲煩)へ入学。

大正 13年 5月 佐波へ入家。

高校時代，白陵会(キリスト教青年会)に入会，キリ九ト教会に通う。新約聖書か

ら大きな作用を受ける。また吉木信，藤井 とともに同人文芸雑誌『山峡』を発行。

昭和2年 3月 山口高等学校を卒業。

昭和2年 4月 京都帝国大学経済学部へ入学。

昭和3年 7月 ( 2回生のときの夏休み)から『明治 大正大阪市史』編集に参加，

交通海運部門を受け持ち』大阪商船株式会社創立事情などを研究。 2回生のとき，

小倉金之助『統計的方法』に土って啓発を受しまた大学生3年間をとおしてフラ

ンス語の勉強に熱中した。

昭和5年 3月 京都帝国大学経済学部学土試験に合格。

世界経済恐慌さなかの卒業にt就職難は言語に絶す。在学中の研究ア マに関係の

ある大阪商船株式会社に就職試験を受け，落ちるu ただし，楠田鎮雄先生の推税に
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よって福岡県立筑紫高等女学校の英語教諭として内定した。しかし，小島昌太郎教

慢に相談のうえ，これをことわって，大学院にすすむことに決める。

昭和 5年 4月 京都帝国大学(経済学部)大学院に入学，小島昌太郎教授の指導を受

，tるU
昭和5年 9月 京都帝国大学副手となる(大学院生のまま)。

昭和 6年 1 月 ~7年 9 月 小島教授研究室に設立された京都経営学会の発行する月刊

誌『経営と経済』の編集に従事。同門の大学院学生数名とワーケ伺マγ(Wagemann，

E.)によるドイツ語の糧清書3点『世界経済機構と景気変動J昭和7年 r国民経
済組織の欠陥と世界恐慌』昭和7年.r景気変動論』昭和8年，を翻訳，出版。

昭和6年 9月 立命館大学商学部へ非常勤講師として出講。

最初に受け持った講義は交通論であったと記憶する。以来，大東亜戦争の苛烈をき

わめるまで.11年間，非常勤講師として勤務。受け持フた講義科目は，交通論，

海運論，保険論，火提保険論，貿易実践などn

昭和B年 10月 訳書『ジュタ ベルプェノレド 海運運賃市場』を雌風館書房から出版。

この後半に，佐波の論文「我が国不定期貨物船の配船噸数に現われたる季節変動J.
訳文キーゾフ「日本不定期船業の組織とその優越的地位」壱収録。

昭和9年 3月 京都帝国大学経済学部専任講師に就任。

昭和10年 3月 高崎八重子(山口県出身〉と結婚。

大学院入学以来， 4，....... 5年間，経済研究に自信壱もちえず，大学院と経済学とから

訣別せんと大いに煩悶をつづけたが，講師就任と結婚という二つの事件によって，

とにかく，世間的に落ちつくことになる。

講師就任前後より数学の勉強を始める。歴史と数学とに研究の拠りどとろを見つけ

たような気がしてきた。

昭和12年 1月 長男，啓一出生。

昭和 13年 3月 京都帝国大学助教授(経済学部)に就任。外国経済書講読の講義を担

任。 このころから La.ndres， C， L.: -.lY[athe1刑 tisch-Technische Kapitel zur 

Lebens叩 γ'si-che.n仰 g，1921 を読み始める。絶大な影響を受付るo

昭和14年4月 保険論の講義を担任。

専任講師就任のころより， 研究傾向が海運から保険に転じている。 これが何によ

るものか， われながら， はっきりしない。思うに， 当時ドイツ語に非常な興味を

おぼえてし、たが， ドイツ語で書かれた権威ある文献は海運関係にはほとんどなく，

保険関係にはいくつもとれがみいだせた H、うと~.および，保険研究には数学が
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重要な役割をもっているということ，にあるらしい。

昭和 14年 7月 著書「再保険の発展』を有斐聞から出版。

昭和 15年 2月-3月 満州国および中華民国、出張。

昭和 15年 6月 辰馬海事記念財団が創立され，その評議員となる。以来， この財団

および，同理事松本一郎氏との突友がつづ〈。

昭和国年12月 大東亜戦争に突入して以来，大学の講義体制が全国的に重点的とな

り，保険論は議義科目からはずされ， 央通論よかんずく海運論が採り上げられ

る。 それに伴い，研究テーマが保険から海運に転じz。
昭和 17年 4月 長女，基子出生。

大東亜戦争にはし、ったころから数理経済学の勉強を閣始。渡辺孫一郎『数学ノ経済

学ヘノ応用j (岩波「数学講座J)， 日比野勇夫『経済への数学解析j (同文館)， 

Marshall， A.: PrinciPles 01 Economics， 8. ed から教示を受ける c

昭和18年 9月 訳書 rp.M ジェ ス アメリカ梅運政策』を有斐閣から出版，
巻末に佐波の論文「戦時アメリカ海運政策」を収録。

昭和 18年 9月 訳書『合衆国海事委員会 アメリカ海運の経済的調査』を辰馬海事

記念財団から出版。

昭和 19年 4月 交通論の講義壱担任。

昭和 19年 6月 訳書『ベノレリン景気研究所海運における競争』を辰馬海事記念財

固から出版。

終戦に近き 2-3年間は，しばしばj 勤労動員学生付添教官として各地の工場に出

向u こうした場合，学生数名に，ひそかに，数学を教え，付添教官をやめて帰宅後

もその通信教授をつづける。テキストとしては，馬杉肇『微分積分学の初歩』を使

用した。

昭和19年 B月 臨時召集(具海兵団)を受けるが， 2日後に帰宅。

昭和 20年 l月 次男，悠紀出生。

昭和21年 5月 著書『海運政策外国文献解題と批判』を海事文化研究所(辰馬

海事記念財団)から出版。

昭和21年 7月 海運政策特別委員会 (運輸省) に参加， 日本海運の再建策をねる

(約3カ月間)。

昭和21年 7月 京都帝国大学教授に就任。経済第5講座を担任。

昭和 22年 2月 次女，敦了出生。 1

昭和23年 2月 著書『安通概論」を有斐閣から出版。
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昭和24年 1月 著書『海運理論体系』壱有斐閣から出版。

昭和24年2月-26年 2月 京都大学評議員。

昭和24年 9月 著書『交通学大要』を大阪鉄道図書株式会社から出版。

昭和25年 4月-32年 6月 兵庫県立神戸商科大学教授壱兼住。

昭和25年 9月-39年 6月 学術奨励審議会(学術用語分科審議会)専門委員に任命さ

れる。

昭和 25年 11月 日本保険学会理事に就任。

昭和 25年 11月 京都大学上り経済学博士(経第35号〕の学位壱受けろ。

昭和 26年7月 著書『保険学講案』を有斐閣から出版。

昭和 26年 7月 海事文化研究所(神戸)で開催された海事法学会に出席。その席上，

心筋梗塞の発生ぞ生じ，倒札る。以来， 5年間たびたび激しい心臓発作を生じ，研

究活動を著しく制限せられる。

昭和 26年 12月 随筆集「海運研究者の悲及』を出版。

昭和28年 4月 新制大学犬学院の発足とともに， 京都大学大学院経済学研究科学生

の指導にあたる。

昭和28年 11月 運輸省第 1回交通文化貰を受く。受賞理由 『海運理論体系H交通

概論』の著作， ~アメリヵ海運政策，1 rアメリヵ海運の経済的調査JIr海運に於け
る競争』の翻訳。

昭和29年 11月 著書「改版交通概論』を有斐閣から出版。

昭和30年 4月 「海事用語」を『海事研究，1 (年4回， 目本海事振興会)に連載開

始。同誌廃刊後は「海事用語根源」と題して，昭和39年 1月から『海運，1(月刊，

目本海運集会所)に連載，現在kいたる。

昭和初年6月 随筆集『保険危言』を出版。

昭和33年 4月 健康かなり回復し，心臓発作も起とらなぐなれゼミナールも本格

的にやれるようになった。ゼミナールで.Allen， R. G. D.: Mathematical Eco刑問1.cs，

1957，を使用する。 この前後よれ線型計画法その他の新しい手法の経済学の研究

に従事する。

昭和34年 11月 日本交通学会理事に就任。

昭和35年 10月 随筆集『海だ海だ』壱出版。

昭和36年 3月-6月 経済論叢に，C，I， F，価格の匡視分析付伺」を発表。これ

は沼産省昭和 26年，および昭和初年産業連関表における「損害保険業の生産額」

の定義， ならびに計算方法が不当であることを指摘した論文であって!同守 10月
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香川大学で開催された日本保険学会においても「財産保険基本労程式jと題する研

究報告によヮて，上記の不当を指摘する。この指摘は当局の認められるところとな

り，沼和何年産業連関表では佐波の主張したとおりの定義，計算方法が採用され

るn すこぶる欣快。

昭和 36年 10月 香川大学で開催された日本保険学会に研究報告のため出席し，胃潰

場の吐血，下血を発生。

昭和 37年 l月 著書「海運動学入門』を海主堂から出版。

昭和 38年 2月 著書『交通学入門』を安友社から出版。

昭和38年 7月 北海道大学経済学部へ非常草原茸師として出講〈保険論)。

昭和 38年 11月-12月 日本専売公社京都病院にて，網膜剥離の手術壱受け号。

昭和 40年2月 養母ナエワ死去。

昭和40年4月-10月 山口大学経済学部へ非常勤講師として数回出講(保険論)。

昭和40年8月 京都大学病院にて胃癌手術壱受ける。 そのあと 1ヵ月して下半身に

しびれを感じ，日々これが増悪，スモン(非特異性脳脊髄症)とし、う奇病と診断さ

れる。

昭和41年4月 数理経済学の講義を担当(昭和41年度および 42年度)。

昭和41年 6月 著書『弾力性経済学』を有斐闘から出版。

昭和 41年8月. 9月 京都大学病院にて肝臓濡手術を受ける。

昭和 41年 10月 日本海運経済学会の創立とともに，副会長に就任。

昭和42年7月 京都大学病院にて肝臓癌手術を受ける。

昭和42年 12且6日 「産業連関表における保険業の生産額J0)題目で経済学部教授

退官記念講義を行なう。

キ昭和43年1月8日 京都大学病院(外科南病舎)に入院。

持昭和43年2月19日 昏睡状態におち入る。以後10日間，昏睡と意識回復を繰返す。

キ昭和43年2月29口 肝臓癌のため逝去。

噌昭和43年3月12日 京都大学経済学部において，京都大掌経済学会葬が行なわれ

る。

*昭和43年3月 編書『現代日本の交通経済』を東洋経済新報社から出版。

L注 キは山田浩之が追記)


